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（成果情報名）沖縄アグー豚における受精卵移植の検討 

（要約）沖縄アグー豚の卵子と精巣上体由来の凍結精液を用いて生産した受精卵を西洋品種の

母豚に移植した結果、受胎・分娩を確認し、受精卵移植技術を用いた沖縄アグー豚の産子生産

の可能性が示唆された。 
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［背景・ねらい］ 

 沖縄アグー豚（以下アグー）は沖縄のみで飼養される固有の地域資源である。しかし、飼養頭

数が少なく、豚熱やアフリカ豚熱等の家畜伝染病が拡大した場合、アグーの一斉淘汰が危惧さ

れる。そのため遺伝子資源の保全が必要であり、受精卵を用いたアグー子豚を生産する技術の確

立が求められている。一方、西洋品種における受精卵移植技術は確立されているが、アグーへの

適用に関する研究はされていない。そこで本研究ではアグー子豚生産における体外胚生産・移植

技術の可能性について検討を行った。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．12 頭のアグー雌豚を用いて外科手術によって摘出した卵巣から合計 1016 個の卵子を採取し

た。（表１） 
２．採取した卵子を体外成熟させ、凍結保存されたアグー豚精巣上体精子を用いて体外受精を行

い、626 個の受精卵を作出した。（表１） 

３．作出した受精卵のうち 616 個の受精卵を借り腹である４頭の西洋品種の母豚に外科的に移植

したところ、うち１頭が妊娠した。（表１） 

４．妊娠した西洋品種の母豚からアグー子豚が８頭生まれ、そのうち５頭が離乳し、受精卵移植

技術を用いたアグー豚の産子生産の可能性が示唆された。（表２、図１） 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１． 凍結保存した受精卵による移植を検証していく際の参考資料として活用できる。 

２． アグー雌豚の卵巣摘出には、未経産豚８頭、経産豚４頭を用いた。 

３． 妊娠した西洋品種の母豚は、12 月に移植した個体で未経産豚であった。 

 
［残された問題点］ 

１． 試験は未凍結受精卵の移植であったことから、凍結受精卵の移植を検証していく必要がある。 

２． 採卵方法の改善、受精卵生産技術の向上に取り組む必要がある。 

３． 本試験の分娩例は４頭のうち１頭であったことから、受胎率および分娩率の改善に取り組む

必要がある。 
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［具体的データ］ 

 

表１ アグー豚の受精卵生産と受胚豚への移植結果

採卵数 体外成熟・受精卵数

1 3 228 133 129 1 不受胎

2 3 299 166 160 1 不受胎

3 3 247 146 146 1 分娩［産子数8（雄5・雌3）］

4 3 287 181 181 1 不受胎

計 12 1061 626 616 4

結果
受精卵生産反

復
供卵頭数 移植胚数 受胚豚数

 

表２ 分娩結果

総産子数 生存産子数 死産数 衰弱死 事故死 離乳頭数

8 7 1 1 1 5

 

 

 

図 1 受精卵移植由来のアグー子豚と西洋品種の母豚 
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